動詞

動詞
…用言の一つ。（自立語で活用がある）　言い切りが「ウ段」で終わる。






形が変化すること
☆活用の種類（５種類）

　①　五段活用　…下に「ない」をつけたとき「ア段で終わる」　・歩かない

　②　上一段活用…下に「ない」をつけたとき「イ段で終わる」　・起きない

　③　下一段活用…下に「ない」をつけたとき「エ段で終わる」　・寝ない

　④　カ行変格活用…「来る」だけ

　⑤　サ行変格活用…「～する」だけ

☆活用形（６種類）

　Ａ　未然形…下に「ない、う、よう」など

　Ｂ　連用形…下に「ます、た、だ、て、で、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(とうてん),読点)（、）」など

　Ｃ　終止形…下に「。」など

　Ｄ　連体形…下に「とき、こと、の、名詞」など

　Ｅ　仮定形…下に「ば」など

　Ｆ　命令形…下に「。」など

	
	未然形
	連用形
	終止形
	連体形
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	命令形
	←活用形
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　自動詞…「が」につながる　
箱が倒れる　
目がさめる

　他動詞…「を」につながる　
箱を倒す　
目をさます

